
’ ＠むずかしいけれど、とても大切なこと。臨床現場での取り組みから考えてみよう
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患者とパートナーシップをむすぶ1 糖尿病スタッフ応援専門誌
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血糖上昇をおさえる食事がたのしくなる

糖尿病患者のためのおいしい発酵レシピ

チーズ~そ師哩～

糖尿病患者のサルコペニア･フレイル対策

｢リハ栄養｣の視点で患者指導が変わる1

糖尿病ス蕊ツフがリハビリテーション栄養ででき墨
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糖尿病クリニック涌信 53

医療法人社団よこた内科クリニック

毎脚⑭〒673-O891 兵庫県明石市大明石町1-6-1
パピオスあかし3F
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1
4スタッフ数D医師－5名(非常勤3名）看護師4名
(CDEJ2名、CDEL[兵庫]2名)、管理栄養士･…1名(CDEJ

1名)、臨床検査技師2名(CDEJ1名、CDEL[兵庫] 1名）

1勉強会，研修会の実施状況D
現在はコロナ禍のため一時休止

していますが、年に4回程度

糖尿病教室を行っています。ま

た､院長は頻繁に講演会で講演

を行っており、医療スタッフが

参加できる講演会には、当院ス

タッフも積極的に参加していま

す。
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受付医療事務も含めたすべてのスタッフがつねに明るく誠実に対応しています。

コロナ禍でつねにマスクを着けた状態ではありますが、マスクの下は笑顔になるよ

う心がけています。

諺曹苣庫県立明石公・
クリニックのすぐ北側には

備した明石公園があります。園内には城跡の
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明石城跡を整備した明石公園があります。園内には城跡の

ほかにも、芝生広場や剛ノ池といった憩いの場が広がって

おり、多くの患者の散歩コースになっています。

明石公園サービスセンターで配布されている「幸せスポ

ット巡りコース」のマップを見ながら、園内を散歩するこ

ともできます。
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懲糖尿病ｸﾘﾆｯｸ通信

垂 し治療中断を防ぐために最大限の努力を

､11腕では、猟脈ﾘI)j論療においてもっともやってはいけないこととして、

|~沿擁を!|!断してしまうこと」をスタッフ憾iの共迪,認識としています

まず初,i"II＃には「lirsl illlpr(jssI()11が火'jf」というコンセプトのもと、

スタ､ソフはとにかくII#IIIjをかけてlll1,診をとるようにしていますはじめて

来院した,魍渦･は「ここはどういうクリニックなのか」「どういう先′|やスjitl'JLし7-二,哩灯ほ｜､一一ほこついつクリニックなのか」｜ど")いつ元'1やス

I
院内にはクリニック通信や毎月

タップがいるのか」など、イミ米の||的である柵脈ｿI)j沽療以外にも小安喫の治療実績を掲示している。
紫がいっぱいですしかしそれは、|"lilljやスタッフ側から,慨.門･を兇た場合もl!1じです‐「この,幽什は

どういう人柄なのか」「11ﾘに|ｲ《|って来院したのか」など、わからないことでいっぱいですそのなか

で「|唖端側」と「忠稀l11ll」が{!;棚卿係を築いていくのは、、if人抵のことではないと拶・えています

そのため初1;"ll$にはしつかI)時|川をかけて、まず悠汁の「安心」を得ることに努めています

llj診以降は伽服抑聯“汗'膿をｲj効i,Wllしています概脈ｿl)j論擁の||標や合lii飛のI塊|ﾘlを｜

分にｲrってから忠株に波し、「｛II1となく llbAlcだけを,ll:いていくだけのf'帳」にならないよう

に努めていますそれでもﾉjが．、沿擦が途切れてしまった‘哩併には下紙を螂送し、「､Iil塊でな

くてもよいのでとにかく論撫を続けること」を促しています

ほかにも、院内に辿院'|'の,世汁のllbAIcのグラフを柵ﾉj《したI)、純lj割I)j教案をｲj6ったりと、

糀尿ﾘI啼i雑のII1断を防ぐ"ためにスタッフイ池が雌火|製の努ﾉJをしています

，Dすべての人が通いやすいクリニックを目指して

｜刑I没時からのl1櫟は「とにかく忠荷が迎いやすいクリニック」ですそれはこれからも変わる

ことはありません ‘世緬l'i足llE (1)a{ i(､'1( salisIa(､li()'' ;PS) を｜げて迎いやすいクリニックをつ

くるためには、従輝!i'l'i足皮((jmpl()Iet,salisfa(･li()11 :ES) もlげることが必'異だと拶えていま

す今後は,幽荷だけでなく、院腱やスタッフも念めたクリニックに来るすべての人が「辿いやす

いクリニソク」にしていきたいと思います
邦

句
‐
４

、
４パワフノしNo.1

臨床検侮技|111jの狗忠)ﾐさんは､I1l"IMI'没時からのスタッフで、もとも

とCI)EJの驚怖をもっていましたが、 li院で働きだしてからもフッ

トケアや,認知洲i:ケアの盗格を新たに収11卜した{)と、JI常に勉強熱,し､で

す

プライベートでは家庭莱帷|のレベルを超えた腱{1§熊もしており、と

てもおいしい季節の野菜をスタソブみんなにお伽|分けしてくれます
角さんの畑でとれた季節の野菜〈
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